條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 
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り HF FM TRANSCEJVER DP25 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う 
ご ざい ます 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ 
く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 ま た 、 
この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不 
具合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 
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田 ご 使用 環境 


高温 、 多 湿 、 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 ほ 
こり の 多い 場所 は 避け て お 使い くだ さい 。 


田 分 朋 し な いで 


特定 小 電 力 ト ラン シー バー の 改造 、 変 更 は 
法律 で 禁止 され て いま す 。 分 解 し た り 内 部 
を 開け る こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


田 ご 使用 禁止 場所 


本 機 は 総務 省 技術 基準 適合 品 で す が 、 使 用 
場所 に よっ て は 思わ ぬ 電 波 障害 を 引き 起こ 
すこ と が あり ます 。 次 の よう な 場所 で は 使 
用 し な いで くだ さい 。 

(航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 な ど ) 


日 本 国内 で の み 使 用 し て くだ さい 。 
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使用 前 の ご 注意 


田 通信 距離 


通信 の で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 
きく 異な り ま す 。 
(同時 通話 で は 交互 通話 に 比べ 、 約 2 割 ほど 
短く な り ま す 。) 


一 障害 物 


本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い 
た め 、 間 に ビル や 橋脚 、 ま た は 山 や 丘陵 等 
の 障害 物 が ある と 通信 で きる 距離 が 短く な 
り ま す 。 


較 水 に つけ な いで 


防水 設計 で は あり ます が 、 図 の よう な ご 使 
用 は 避け て くだ さい 。 な お 、 水 、 雪 等 が 付 
いた と き は 手早く ふき 取っ て くだ さい 。 

外部 接続 端子 (イヤ ホン 、 マ イク 、 人 外部 電 
源 ) を 使用 し て いる 間 、 ま た 電池 カバ ー や 
ゴム キャ ッ プ を 開け た まま に し て お く と 防 
水 に は な り ま せん 。 ご 注意 くだ さい 。 


大 体 の 目安 
(交互 通話 10mW 時 ) 


海 上 :3km 

ゲレンデ : ら km 
(見 通し の 良い 所 ) 

郊 外 : 12km 

市 街 地 : 100-ー800m 


お 使い に な る 前 に 


本 機 を お 使い に な る 前 に お 読み くだ さい 。 


付属 品 と 取り 付け 方 ・……… 


開 梱 し まし た ら 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 


ベル トク リッ プ (ビス 1 本 ) 
AZ に トス ドラ ッ ダ 

取扱 説明 書 (本 書 ) 

保証 書 


: 王 意 保証 書 に 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 、 レ シー ト を 保証 書 と 一 緒 に 保管 し て くだ 
る “さい 。 ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が 無い と 保証 サー ビス は 無効 と な り ま す の で ご 注意 くだ 


田 ベル トク リッ プ の 取り 付け 


ベル トク リッ プ を 付属 の ビス で 本 機 の 背 直 
に 取り 付け ます 。 
確実 に 取り 付け た こと を 確認 し て くだ さい 。 


スモ ベル トク リッ プ は 消耗 品 で 、 ス ペア を 部 品 
の 寸 と し て 販売 し て いま す 。 本 体 を お 買い 求め 
の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 


際 


田 ス トラ ッ プ の 取り 付け 


本 機 背 面 上 部 に ある スト ラッ プ 用 の 通し 穴 
に 右 の 図 の よう に 取り 付け ます 。 


お 使い に な る 前 に 


の の の いい ・ 半 と 電池 の 入れ 方 ・… ド バー 
乾電池 を 次 の よう に 装 韻 し ます 。 乾電池 の 代わ り に 、 オ プシ ョ ン の 
充電 池 、 ま た は バッ テリ ー パ ッ ク を 装着 する こと も で きま す 。 


0 カ バー を 開け る 


① ロ ッ ク を 外し ます 。 
②⑥ カ バー を 開け ます 。 


の 電池 を 入れ る 


市 販 の 単 三 形 乾 電池 ら 本 を 、 ケ ー ス 内 
側 の 「 十 ]、「 一 」 の 表示 に し た が っ て 
セッ ト し ます 。 


ピ も の を 使 
し て くだ さい 。 ア ルカ リ や オキ 
ライ ド な ど 、 高 性 能 の 乾電池 の 
ま 用 を お すす めし ます 。 
# 三 形 充電 池 は 使用 し な い 


・ 長 期間 使用 し な い 場 合 は 電池 を 取 

り 外 し て くだ さい 。 

・ 電 池 の 交 換 は 、 外 部 電源 を 外し 、 
本 機 の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ 
て くだ さい 。 


@⑥ カバ ー を 閉め る 


① カ バー を 閉め ます 。 

②⑥ カ バー を 押さ えな が ら 、 ロ ッ ク を か 
け ま す 。 き ちん と 閉まっ て いる こと 
を 確認 し て くだ さい 。 


お 使い に な る 前 に 
オプ ショ ン 
オプ ショ ン の 充電 池 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク 、 お よび 関連 する アク セ サ リ ー は 次 の と 
お り で す 。P.626 の 「 オ プシ ョ ン 一 覧 」 も 参照 し こく だ さい 


ニッ ケル 水素 充電 : EBP-57N (1.2V-1800mAh) 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク : EBP-60 (3.7V-1200mAh) 
AC ア ダ プ ター : EDC- 1 らら 

充電 スタ ンド : EDC-131 


充電 スタ ンド /AC ア ダ プ ター セッ ト  : EDC-131A 


生 意 オプ ショ ン の 充電 池 人 0 り 三沢 め ク 使 用 上 の 注意 
人 ・ オ プシ ョ ン の 充電 池 、 バ パ バッテリー パッ ク は 出荷 時 に は 充電 され て お り ま せん 。 お 
買い 上 げ 後 に 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 
・ 充 吉 は 0 むー40C の 温度 範囲 内 で お こ な っ て くだ さい 、。 
・ バ パ バッテリー パッ ク の 改造 、 分 解 や 火 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な いで く 
だ さい 。 
・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 、。 機 器 が 損傷 し た 
り 、 バ パッ テリ ー の 発熱 に よる 火傷 の 恐れ が あり ます 。 
・ 以 要 以 上 の 長 時 間 の 充電 ( 過 充 電 ) は 避け て くだ さい 。 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 性 能 
を 低下 させ る 恐れ が あり ます 。 
- バッ テリ ー パ ッ ク の 保存 は 、-50C 一 +45C の 範囲 で 湿度 が 低く 乾燥 し た 場所 
を 選ん で くだ さい 。 そ れ 以 外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ ー の 漏 
液 や 、 金 属 部 分 の サビ の 原因 に な り ま す の で 避け て くだ さい 。 
・ バ バッテリー パッ ク は 、 通 常 の 使用 で 約 500 回 の 充電 が 可能 で す が 、 所 定 の 時 間 充 
電 し て も 使 0 NM 合 は 寿命 が つき た も の と 思わ れ ま す 。 新 し いも 
の に お 取替え くだ さ 
ご 便 ジリ ーッ ン よ 、 環 境 保護 の た め 、 燃 えな い ゴ ミ と いっ し ょ に 
捨て ず に 、 電 池 回 収 協力 店 へ ご 持参 くだ さい 。 


田 パ バッ テリ ー バ パッ ク の ショ ー ト 開 
防止 の ご 注意 前 


バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運ぶ と き に は 、 端 
子 を ショ ー ト させ な いよ うに 注意 し て くだ 
さい 。(P.15) 

大 電流 が 流れ て 火傷 や 火事 を 起こ す 危 険 が 
あり ます 。 


お 使い に な る 前 に 


圏 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 保管 に つい て 


バッ テリ ー パ ッ ク を 保管 する と き は 、 以 下 の こ と に 注意 し て くだ さい 。 


金属 物 を 一 緒 に し て 力 。| 金属 メッ キ し て いる 布 に 人 負 や 画 狂 な どの 金属 類 
バン な ご ど に 入れ な いで | 包ん だ り 、 内 側が 金属 加 | に 端子 を 触れ べ せ た り 、 
くだ さい 。 工 の カ / 人 NN 電気 を 通す ず 物 が ある 場 
れ た り し な いで くだ さ 所 に 置か か いで くだ さい 


カバ ン な ど に 入れ る と き は 、 電 気 を 通さ な い 布 や 袋 | 電 通さ な い 物 な ど 
で 包ん で くだ さい 。 を 敷い て か ら 、 置 いて く 
だ さい 


圏 オ プシ ョ ン の 充電 池 、 お よび バッ テリ ー パ ッ ク の 充電 方 法 


本 機 に は 、 ニ ッ ケ ル 水 素 充電 池 用 と リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク 用 の ら つ の 
充電 回 路 が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


ニッ ケル 水素 充電 池 (EBP-57N) : 
本 機 に は ニッ ケル 水素 充電 池 用 トリ クル 充電 回 路 が 内 蔵 さ れ て いま す が 、 微 
小 電流 に よる 充電 回 路 で ある た め 満 充電 に は 長 時 間 を 要 し ます 。 あ くま で も 
補充 電 程 度 と お 考え くだ さい 。 充電 時 間 は 約 15 時 間 で す 。 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク (EBP-60) 
本 機 に は 、 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー 用 の 切 速 充電 回 路 が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
本 機電 源 の ON/OFF に 関係 な く 充 電 が 開始 され 、 満 充電 に な る と 停止 し ます 。 
充電 時 間 は 約 3 時 間 で す 。 


お 使い に な る 前 に 
本 機 に ニッ ケル 水素 充電 : 


また は 、 リ チ ウ ムイ オン バ 
ッ テ リ ー パ ッ ク を 装 共 す る 


装着 方 法 は P.13 を 参照 し こく だ さい 。 
バッ テリ ー パ ッ ク は 、 つ め の 位 置 を 確 
認 し て 、 端 子 が 奥 に な る よう に 挿入 し 


て くだ さい 。 


@ AC ア ダ プ ター を 家庭 用 電源 
引 00V コ ン セ ント へ 接続 
る 


⑥ AC ア ダ プ ター の プラ グ を 本 
機 の 外部 電源 端子 また は 、 
充電 スタ ンド に 接続 する 


人 @ 外 部 電源 端子 を 使う 


① 本 機 の 外部 電源 端子 に AC ア ダ プ タ 
ー の プラ グ を 接続 し ます 。 

ー リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク 装 着 

時 は 、 自 動 的 に 充電 が 開始 され ます 。 


人 充電 スタ ンド を 使う 


① 充 電 ス タン ド に AC ア ダ プ ター の プ 
ラグ を 接続 し ます 。 

@ 本 機 を 充電 スタ ンド に 装着 し ます 。 

ー リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク 装 着 

時 は 、 自 動 的 に 充電 が 開始 され ます 。 


の ニッ ケル 水素 充電 池 を 充電 する 場合 の み 、Ni-MH 電 池 充 
電機 能 (P.57) の 設定 に 従い 、 充 電機 能 を ON に する 


必 モ 電源 OFF の 状態 で 充電 する と 「CHArGE」 と 表示 され 、( ビ が 点 減 し ます 。 
プア 


トク 
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お 使い に な る 前 に 


……・ 難 部 の 名 前 と は た らき 
本 機 の 各部 の 名 前 と た その は た らき を 説明 し ます 。 


田 前 面部 


スピ ー カ ー 
薄型 スピ ビー カー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


ディ スプ レイ 
チャ ン ネ ル や 音量 、 各 種 設定 内 容 
を 表示 し ます 。 (P.20) 


キー パッ ド 
電源 の ON/0FF や モー ド の 切り 替 
えな ど 、 各 種 設定 に 使用 し ます 。 


マイ ダ ジ 
マイ ク と 口元 は 約 5 セン チ 離 し て く 
だ さい 。 


了 U/! り DUPLEX 
UHF FI TRANSCE/VER DJ-P25 


田上 面部 


は 外れ な 
アン テ ナ を 回 し た り 、 引 き 抜 


5 いよ うに な っ て い 
り し な いで くだ さい 


デジ 
ます 。 
いた 


イヤ ホン 端子 
イヤ ホン や 外部 スピ ー カ ー を 接続 
する 端子 で す 。 


ダイ ヤル 、 

[チャ ン ネ ル (音量 、 グ ルー プ 、 セ ッ ト )] 
了 雪 
マイ ク 端 子 上 ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 
外部 マイ ク を 接続 する 端子 で す 。 ダイ ヤル を 押す と 音量 、 グ ルー プ 番 号 の 設 
定 、 回 点灯 状態 で は セッ トモ ー ド の 項目 選 
択 が で きま す 。 


『 
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お 使い に な る 前 に 


一 側面 部 


IPTT] キー 
押す と 送信 し ます 。 離 す と 受信 待ち 受け 状 
態 に 戻り ま ます 。 
促 種 設定 を 完了 する 際 に も 使用 し ます 。 
[フッ ク (A/B) ] キー 

・ 同時 通話 (電話 タイ プ ) で 応答 する 際 に 
# し ます 。 


デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド (P.36) 
で サブ 側 を 送信 する 際 に 押し ます 。 

・ 回 点灯 状態 で は 周波 数 帯 (A/B) が 切り 
替わり ます 。(P.35) 


DC-IN 

外部 電源 接続 端子 で す 。 

オプ ショ ン の AC ア ダブ プター (EDC-12 ら ) 
や シガー ライ ター ケー ブル (EDH-33) を 接 
続 し ます 。 
オプ ショ ン の リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ 
ク や ニッ ケル 水素 充 忠 池 を 装着 し 充 吊 で きま す 。 


主意 部 電源 の プラ グ の 抜き 差し は 、 本 


機 の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ て く 
だ さい 。 


お 使い に な る 前 に 


田 キー 配置 
① 
@ 
FU/L 記 り PLEXX 
UHF FA1 TRANCEJVER DJ/-P25 
キー 名 称 機 能 
① | [パワ ー] キー 約 1 秒間 押し て 電源 を ON/OFF し ます 。 


ニッ クミ _ | 間 種 設定 の 開始 に 使用 し ます 。 

⑨ | ワ ァ ン クシ ョ ン (0m)] キ ー | 弘 っ 秒間 押し 続け る と キー ロッ ク が で きま す 。 
同時 通話 / 交 通話 の 切り 替え に 使用 し ます 。 
古 灯 状 能 ヾ 一 ミ に 台 ビ 

[同時 (グル ー プ )] キー、 回 点 知 状態 | ) で は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 
ia (P41 ) に 使用 し ます 。 
メモ リー モー ド の 呼び 出し 、 書 き 込み 


相手 の 音声 が 途切れ る と き に 使用 し ます 。 
④ [モニ ター (モー ド )] キー、| 国 点灯 状態 で は モー ド の 切り 替え (P.27) に 
[スキ ャ ン ] キー 使用 し ます 。 
約 2 秒 間 押 す と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 


*] : 還 点灯 状態 と は 、[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キー を 押し て ディ スプ レイ に 回 
を 点灯 させ た 状態 で す 。 
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お 使い に な る 前 に 


田 ディ スプ レイ 


説 明 


メモ リー モー ド 時 に 点灯 し 3 


9 す 。 (P.39) 


[ファ ンク ショ ン ] キー を 押す と 点灯 し ます 。 


同時 通話 モー ド (電話 タイ プ ) 時 に 点灯 し 


ます 。 (P.31 ) 


同時 通話 モー ド 時 に 点灯 し ます 。 (P.29) 
チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 し ます 。 (P.21 ) 


秘話 機能 設定 時 に 点灯 し ま 


す 。 (P.49) 


コン パン ダー 機能 設定 時 に 


点灯 し ます 。 (P. 


48) 


ベル 機能 設定 時 に 点灯 し ます 。 


電池 が 消耗 する と 点灯 し ま 


リル ー プ 番号 を 表示 し ます 。 (P. 


ッ ク 中 に 点灯 し ます 。 


P.34) 


P.34) 


吾 副 | | 


らら )KES) II ルル KO)IS)IC)KG)KSIKG)【【) 


由 嗜 列 問 問 | 革 さ 


ド 番号 、 周 波数 帯 、 メ モリ ー 番 号 を 表示 し ます 。 


お 使い に な る 前 に 


田 チ ャ ン ネ ル 表 示 に つい て 
信和 同時 通話 時 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の の 7 チャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 
ーL10 ーb1 ら 
L 表 示 は | ( b 表 示 は 較 | ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ 
ーL18 ーDb ら 9 
9 チャ ン ネ ル 18 チ ャ ン ネ ル 
食 交 互 通話 時 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 20 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 
ーLO1 ーbO01 
L 表 示 は 記 ( b 表 示 は e ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ 
ーLO9 ーD1 1 


L 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の レジ ャ ー 
タイ プ (9 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


本 操作 ・ ド バト ドー… 


b 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の ビジ ネス 
タイ プ (1 1 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


本 機 を 使用 する 上 で 基本 と な る 操作 を 説明 し ます 。 


較 電源 を 入れ る 


[パワ ー] キー を 約 1 秒 間 押 し ます 。 
電源 を 切る と きも 同じ 操作 を し ます 。 
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お 使い に な る 前 に 
田 チ ャ ン ネ ル を 設定 する 


ダイ ヤル を 回 し て 相手 機 と 同じ チャ ン ネ ル 
に 合わ せま す 。L (レジ ャ ー)、Db (ビジ ネ 


1 ス ) の 表示 に 注意 し て 合わ せ て くだ さい 。 ( ALNCO 
音量 を 調整 する 
DD ダイ ヤル を 押す 


ーー ディス プレ イ に 音量 「voL-10」 が 
表示 され ます 。 初期 状態 で は 「10] 
に 設定 され て いま す 。 


の ダイ ヤル を 回 し て 音量 を 調 
整 す る 


ーー 音量 の 表示 中 に ダイ ヤル を 回 す と 音 
量 が 増減 で きま す 。 音量 調整 は 0 一 ALINCO 
15 ま で の 1 6 段階 で す 。 


mameasTY mama 


4 交互 通話 、 あ る い は 同時 通話 で ヘッ ド 
の 七 セッ ト な ど を 使用 する 場合 、 音量 調整 
は 0 一 30 ま で の 81 段階 に な り ま す 。 


で べべ 


@ 希望 の 音量 を 選択 し た ら ーーーーー 
[PTT] キー を 押し 設定 を 完 
了 す る 
各 キ ー の 無 操作 状態 が 約 5 秒 続い て も ] 


自動 的 に 設定 を 完了 し ます 。 


ー 通 常 の 受信 待ち 受け 状態 に 戻り ます 。 


(押す と 設定 が 完了 し 
ます 


セッ トモ ー ド の CH/VOL リ バー ス 機 能 
(P'50) で 、 チ ャ ン ネ ル 設 定 と 音量 調 
整 の 手順 を 逆 に する こと が で きま す 。 
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お 使い に な る 前 に 


園 送信 する ALINCO 


[PTT] キー を 押す と 送信 し 、 離 す と 受信 
寺 ち 受け 状態 に 戻り ます 。 

[PTT] キー は 、 各 種 設定 を 完了 する 際 に 1 
5 使用 し ます 。 押す と 送信 し ます 
離す と 受信 し ます 


つ さ 


田 グル ー プ 番号 を 合わ せる 


同時 通話 モー ド で は 自動 的 に グル ー プ トー ク 機 能 が 設定 され ます 。 
相手 機 と 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せ て くだ さい 。 


人 ダイ ヤル を の 回 押す 


ー グ ルー プ 番 号 が 点 減 し て 、 グ ルー プ 
番号 を 変更 する こと が で きま す 。 


の @ ダイ ヤル を 回 し グル ー プ 番 
号 を 選択 する 
⑥ [PTT] キー を 押し 設定 を ーーーーー 
完了 する 較 語 | 
ー グ ルー プ 番 号 が 点 減 か ら 点 灯 に 変わ | 
り ま す 。 ーーー ラプ 
(押す と 設定 が 完了 し 
ます 


23 


お 使い に な る 前 に 


…・ 特定 小 電 


電力 の 通信 制限 に つい て ・… 


特定 小 電 力 ト ラン シー バー の 通信 に 関す る 制限 事項 を 説明 し ます 。 


画 3 分 制限 (3 分 以上 は 連 
通信 で きま せん ) 
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ーー 


は 停止 し ます 。 


よ で きき 


り ま す 。 


受信 合わ せ て 93 分 以内 で す 。 
10 秒 前 に 警告 音 が 鳴 


時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 


連続 @ 


寺 間 制限 に より 、 
た 後 は 、 約 82 秒 た た な いと 次 


| 


こし た 場合 


動 的 に 


の ビジ ネス チ ヤン ネル で 送信 


、9 分 制 


限 は 解 


除 され 連続 送信 が 可能 に な り ま す 。 


較 キ ャ リア セン ス (受信 中 は 送 
信 で きま せん ) 


一 定 の 過 


B さ 以上 の 信号 を 受 


言 し こい る と き は 


受信 中 に [PTT] キー 
が 鳴り 、 


生 ビー プ 音 量 を 0 に 設定 


送信 で き な し 


[PTT] キー を 押し て も 送信 で き 


ませ ん 。 


を 押す と アラ ー ム 音 


) こ と を 知ら せ 8 


ー ム 音 は 鳴り ませ ん 。(P.53) 


た す 。 


し て いる と き 、 ア ラ 


1 分 2 
|e 
ー う あわ ゎ せ て 


の ハイ あま 分 


2 ロ 
)( 
9 


4 種類 の 通信 モー ド 


DJ-P ら 5 で 使用 で きる 4 種類 の 通信 モー ド の 概要 と 


操作 方 法 を 紹介 し ます 。 


・ こ の の の ・ 各 モー ド の 概要 ・…・ 
ここ で は 4 種類 の 通信 モー ド の 概要 を 説明 し ます 。 


人 @ 同 時 通話 ( 複 信 ) モー ド (P.29) 


昌 出 荷 状 態 で 電源 を 入れ る と 、 こ の モー ド に な り ま す 。 電 話 感覚 で 話 が で きる 
同時 通話 モー ド で す 。 基 本 的 に は 1 対 1 の 通信 で す が 、 ル ー プ 機能 設定 時 に は 第 
三 者 も 会 話 を 聞く こと が で きま す 。 

使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12 ら 298 


信 交 互 通話 ( 単 信 ) モー ド (P.38) 


最も 基本 的 な 交互 通話 ( 単 信 ) ド で す 。 送信 時 に [PTT] キー を 押し て 通話 
し ます 。 周 波数 構成 が 同じ で あれ ば 、 他 の 特定 小 電力 トラン シー バー と も 通信 で 
きま す 。 

使用 チャ ン ネ ル : LO01 一 09、bO1 一 1 1 
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4 種類 の 通信 モー ド 


人 @ 宰 信連 結 中 継 通 信 モ ー ド (P.34) 


連結 中 継 器 
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直接 の 通信 で は つなが ら な い 相 手 と 、 連 結 中 継 器 を 介し て 同時 通話 モー ド の よう 
に 通信 する モー ド で す 。 連 結 中 継 器 と し て 、 貞 社 製 DJ-HG0D、DJ-H100D な ど 
が ペア で 必要 で す 。 

使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12ー ら 9 


@ デ ュ ア ルオ ペレ ーション モー ド (P.36) 
人 メイ ン 
(メモ リーA) 


サブ 
(メモ リーD) 


メイ ン / サ ブ の 8 つの チャ ン ネ ル を 交互 に 受信 し 、 そ の どちら と も 通信 する こと が 
で きる モー ド で す 。 
使用 チャ ン ネ ル : LO1 一 09、b01 一 11/L10 一 18、b12-ー ら 9 


メモ P23/DJ-P35D に 搭載 の モー ド の 番号 と 共通 で 、 全 機種 倍 で 同じ よう に 使用 で きま す 。 


了 ディ スプ レイ 上 に 表示 され て いる 各 通 信 モ ー ド 番号 は DJ-HR20D/DJ-R 100D/DJ- 
C ア 
1 


4 種類 の 通信 モー ド 


0 コー oul の に と りら 記 で こつ 


工場 出荷 (初期 ) 状態 で 電源 を 入れ る と 、 同 時 通話 モー ド に な り ま 
す 。 こ こ で は モー ド の 切り 替え 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


較 交互 通話 モー ド へ の 切り 替え 方 法 


《⑩ [同時 ] キー を 押す 1 1 則 「SimPLE」 と 表示 
れ 、 「 同 時 ] が 消灯 し ます 


つ 約 1 秒間 「SimPLE」 と 表示 され 、 
「 同 時 ] が 消灯 し ます 。 


を [同時 ] キー を 押す ご と に 、 同 時 通話 
ソリ 上 モー ド / 交 互 通話 モー ド が 切り 替わり 


す 9 


脅 他 の 通信 モー ド へ の 切り 替え 方 法 
人 WM [ファ ンク ショ ン ] キー を 
押す 


ー 国 が 点灯 し ます 。 


の 回 中 に [モー ド ] キー 


ー モ ー ド 番号 が 点滅 し ます 。 
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4 種類 の 通信 モー ド 


@) ダイ ヤル を 回 し モー ド を 選 
択 す る 
使用 する 通信 モー ド に 合わ せま す 。 


ー ダ イヤ ル を 回 すご と に 約 1 秒間 、 以 
に モー ド が 文字 で 表示 され 


下 の よ う 
ます 。 


・ 同時 通話 モー ド 「FuLdUP] | 


・ 交互 通話 モー ド 「SimPLE」 


・ 複 信連 結 中 継 通 信 


ーー 


ド 「Linq」 


・ デ ュ ア ルオ ペレ ーション モー ド 「d 
ー そ の 後 、 モ ー ド 番号 と チャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 


《》9 [PTT] キー を 押し て 設 
を 完了 する 


各 キ ー の 無 


動 的 に 設 


4LMMCOD 


操作 状態 が 約 5 秒 続い て 1 


定 を 完了 し 8 


た す 。 


4 種類 の 通信 モー ド 


・ こ ・…・ 難 モ ー ド の 操作 方 法 ・・‥・・・…・ 
モー ド 別 に 操作 方 法 を 説明 し ます 。 


同時 通話 ( 複 信 ) モー ド 


電話 感覚 で 通話 で きる モー ド で す 。 グ ルー プ 全 員 に 呼び 出し を 行い 、 
ー 番 早く 応答 し た 人 と 通話 で きま す 。 初 期 状 態 で は チャ ン ネ ル 
「L10]、 グ ルー プ 番 号 「01」、 コ ン パ ンダ ー 機 能 「 了 月 」 ON、「 強 制 
タイ プ ] に 設定 され て いま す 。 


同時 通話 モー ド で は 「 強 制 タ イプ 」 と 「 電 話 タ イプ ] の 6 つ の タイ プ が 選択 で き 
ます 。 [ファン クシ ョ ン ] キー を 押し 、【 同 点灯 中 に [フック] キー を 約 秒 押す 
と 切り 替わり ます 。「 電 話 タ イプ | を 選択 する と 、「, 和 *」 が 点灯 し ます 。 


強制 タイ プ : [PTT] キー を 押し て いる 間 は 送信 を 続け ます 。 (通話 が 途切れ に 
くい 利点 が あり ます 。) 
電話 タイ プ : 呼び 出し 応答 の 手順 で 通話 を 行い ます 。 


時 通話 時 の グル ー プ トー ク 機 能 は 設定 に より 解除 する こと は で きま せん 。 
時 通話 モー ド 、 複 信 連結 中 継 モ ー ド は 原理 上 、 他社 無線 機 と 通話 する こと が で きま 


スモ DJ-R20D、DJ-R 100D と 同時 通話 を 行う 場合 に は グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 し 、 グ 
/ レ ルー プ 番 号 も 合わ せ て くだ さい 。 
・ 相手 の 声 が 聞き 取り に くい 場合 は 、DJ-P25 の セッ トモ ー ド で コン パン ダー 機能 
(P.48) を OFF に し て くだ さい 、。 
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4 種類 の 通信 モー ド 


田 強制 タイ プ 

@ 電源 を 入れ る 
[パワ ー] キー を 約 1 秒 押し ます 。 
(P.21) 


の チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 
@⑥ グル ー プ 番号 を 合わ せる 
P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 
音量 を 調整 する 
音量 の 調整 は P.62 を 参照 し て くだ さい 。 
⑥ 送信 する 
[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向 
か っ て 話し ます 。 信 号 を 受け た 相手 機 
も [PTT] キー を 押し ます 。 双 方 が [PTT] キー を 押し な 


[PTT] キー を 押す と 同時 通話 状態 と 前 りす 
な り ま す 。 


そ ・ ヘ ッ ド セッ ト を 使用 し て いる 場合 は 、 ヘ ッ ド セッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 そ 
レレ の 場合 に は 、 本 体 [PTT] キー は 無効 と な り ま す 。 

- ヘッ ド セ ッ ト を 使用 し て 途切れ に くい 通話 を 行う に は ・・・ 

セッ トモ ー ド の PTT ホ ー ル ド 機 能 (P.58) を ON に し ます 。 ヘ ッ ド セッ ト 側 の [PTT] 
キー を 押す と 、 ハ ンズ フリ ー で 途切れ に くい 通話 が 行え ます 。 も う 一 度 [PTT] キー 
を 押す と 、 待 ち 受け 状態 に な り ま す 。 
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4 種類 の 通信 モー ド 


圏 電話 タイ プ 
電話 タイ プ に 切り 替え る 


① [ファ ンク ショ ン ] キー を 押し 8 

ー 加 が 点灯 し ます 。 

② 回 点灯 中 に [フック] キー を 約 

押し ます 。 

ー, の > が 点灯 し 、 同 時 通話 の 電話 タイ 
プ に 切り 替わり ます 。 


2 強制 タイ プ に 戻す 場合 も 同じ 操作 を 
2 
C じ し に : す o 


の チャ ン ネ ル を 合わ せる 
ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 

@⑥) グル ー プ 番号 を 合わ せる 
P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 

《 呼び 出す 


本 体 の [PTT] キー、 ま た は ヘッ ド セ 
ッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 


FTT1 | 

ー10 秒 間 呼 び 出し 音 が 噂 り 、 相 手 か 0 ーー 

ら の 返事 を 待ち ます 。 10 秒 間 呼 び 出 し 音 が 
喰 り ま す 


を 途中 で 呼び 出し を 止め た いと き は 本 
( ア f 


林 [PTT] キー また は [フック ] キ 
ー を 押し ます 。 
ヘッ ド セ ッ ト 使 用 中 は 、 ヘ ッ ド セッ 
ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 そ 
の 場合 に は 本 体 [PTT] キー お よび 
[フッ ク ] キー は 無効 と な り ま す 。 


4 種類 の 通信 モー ド 


⑩ 応答 する 


相手 か ら 呼 び 出 さ 
ます 。 呼 び 出し 音 が 
鳴っ て いる 間 に [フッ ク ] キー、 ま た 
は ヘッ ド セ ッ ト 側 の [PTT] キー を } 
す と 通話 状態 に な り ま す 。 


呼び 出し 音 が 鳴り 


相手 か ら 呼 ば れ た と き は 
れ た と き は 10 秒 間 [フッ ク ] キー を 押し ます 


る 


また は ヘッ ド セ ッ 
を 押し ます 。 


通話 を 終了 する に は [フック ] キー、 


ト 側 の [PTT] キー 


グル ー プ モ 


ロー エー 


呼び 出し 


の 2 オプ ショ ン の ヘッ ド セ ッ ト (EME-12A/13A/15A/ ら 1A/23A) の [PTT] キー 
4 ズ を 押す ご と に 、 呼 び 出し / 応 答 / 通 話 の 終了 、 を 繰り 返し ます 。 
た だ し 、 オプ ショ ン の EME- 19A を ご 使用 に な る 場合 は 、 操作 方 法 は 次 の よう に な り ま す 。 
: 黒い ボタ ン を ON に する 


応答 


選 合 


通話 の 終了 


: 黒い ボタ ン を ON に する 
: 黒い ボタ ン を OFF に し 、 白 い ボ タン を 押す 
通話 し て いな いと き は 、 黒 い ボ タン を OFF に し 、 次 の 呼び 出し を 待ち ます 。 


交互 通話 ( 単 信 ) モー ド 


《D [同時 ] キー 


っ 約 1 秒 間 「Sim 


を 押す 


PLE」 と 表示 され 


[同時 ] が 消灯 し ます 。 
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の チャ ン ネ ル を 合わ せる 
ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 
《@) 受信 送信 する 


受信 する 


信号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 相 手 
の 声 が 聞こ えま す 。 
ー デ ィ ス プレ イ の 賠 が 点灯 し ます 。 


4 種類 の 通信 モー ド 


ブツ の 吉 ボ : 上 皇 全 、 デー 
/ 和 を ・ 相 手 の 声 が 途切れ る 場合 、[ モ ニタ ー] キー を 押し て くだ さ 
めそ モ 


い 。 聞 き や す く な る こと が 


あり ます 。[ モ ニタ ー 1 を 押す と 國 が 点灯 し ま 


(P.34) 


す 。 も う 一 


コン パン ダー 機能 の な い 無 線 機 と 通話 する 際 、 声 が 聞き 取り に く 
セッ トモ ー ド で コン パン ダー 機能 (P.48) を OFF に し て くだ さ 


度 押す と 消灯 し ます 。 


0 


信 送 信 す る 


① 信 号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し 
て か が ら 、[PTT] キー を ます 。 
[PTT] キー を 押し た まま マイ ク に 
向かっ て 話し ます 。 

ー デ ィ ス プレ イ の 圏 が 点灯 し ます 。 

②⑨ [PTT] キー を 離し ます 。 

ー 「 ピ ッ ]」 と 音 が 鳴っ た 後 、 受 信 待 ち 
受け 状態 に か な り ま す 。 


元 は 約 5cm 程 度 離 し て く 


田 コー ルト ー ン 機能 


送信 中 に [ファンクション] キー、[ グ ルー プ ] キ 


ン で 呼び 出し 音 は 異な り ま す 。 


、[ モ ニタ ー] キー の いずれ 
か を 押す と 、 呼 び 出し 音 が 鳴り 相手 を 呼び 出す こと が で きま す 。 そ れ ぞ れ の ボタ 


! < 互 通話 と 同時 通 寺 に 使用 で きま す 。 
性 交互 通話 と 同時 通話 の 強制 タイ プ 時 に 使用 で きま す 


33 


2 種類 の 通信 モー ド 
田 モニ ター 機能 


受信 中 に 相手 の 声 が 途切れ て 聞き づら いと き に 、[ モ ニタ ー] キー を 押し て スク 
ル チ を 一 時 的 に 解除 する こと が で きま す 。 も う 一 す と スケ ル チ が 有効 に な り 
ます 。( ス ケル チ と は 受信 時 に 信号 が な いと き の 「 ザ ー」 と いう 雑音 を 消す 機能 
で す 。P.51 を 参照 し こく だ さい 。) 


復 信 連結 中 継 通 信 モ ー ド 


直接 の 通信 で は 電波 の 届か が ない 場所 に いる 相手 と 、 連 結 中 継 器 を 介 
し て 同時 通話 で 通信 する モー ド で す 。 連 結 中 継 器 と し て 、 抱 社 製 DJ- 
R20D、DJ-RH100D な ど が ペア で 必要 で す 。 


モー ド 4 モー ド 6 モー ド 6@ モー ド 4 
AichL10-01 BichL10-01 Bi:chL15-27 AchL15-27 
複 信連 結 中 継 通信 モー ド で は 「 強 制 タ イプ ] と 「 電 話 タ イプ ] の 2 つの タイ プ が 
選択 で きま す 。 [ファンク ショ ン ] キー を 押し 、 還 点灯 中 に [フック] キー を 約 
ら 秒 押す と 切り 替わり ます 。「 電 話 タ イプ 」 を 選択 する と 、「,」 が 点灯 し ます 。 


洲 


強制 タイ プ : [PTT] キー を 押し て いる 間 は 送信 を 続け ます 。 (通話 が 途切れ に 
くい 利点 が あり ます 。) 

電話 タイ プ : 呼び 出し ノ 応 答 の 手順 で 通話 を 行い ます 。 

《》 通信 モー ド を 設定 する 


P.28 を 参照 し て 「Linq] に 合わ せま す 。 
ー「 同 時 中 継 子 機 | が 点灯 し ます 。 


リン 胃 ( 枯 信 ) モー ド の 到 利 タイ 
の 七 ブ で モー ド 変 更 し た 場合 は 、 強 制 タ 
イブ の 複 信連 結 中 継 通 信 モ ー ド に な 
り ま す 。 ま た 電話 タイ プ で モー ド 変 
更 し た 場合 は 、 電 話 タ イプ の 複 信連 
結 中 継 通信 モー ド に な り ま す 。 


加 
尼 


4 種類 の 通信 モー ド 


の チャ ン ネ ル を 合わ せる 
ダイ ヤル を 回 し て 中 継 器 と チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 
@ グルー プ 番 号 を 合わ せる 
P.23 を 参照 し て グ ルー プ 番 号 を 合わ せま す 。 
@ 周波 数 帯 を 設定 する 
① [ファ ンク ショ ン ] キー を 押し ます 。 
ー ト 回 が 点灯 し ます 。 


② 国 点灯 中 に [フック ] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か を 選択 し ます 。 


ルス キモ お 使い に な る 中 総 器 の 設定 を ご 確認 
リグ * 二 < だ さい 。 周波 数 帯 は 中 継 器 と 逆 の 
設定 を し ます 。 中 継 器 が A な ら 子 機 を 
B、 中 継 器 が B な ら 子 機 を A と し ます 。 


⑥ 信 す る ーーーーーーー 
ALNCO 
に フー ゆず ス ろ ソ ラフ 
[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向 | 
か っ て 話し ます 。 信号 を 受け た 相手 機 
も [PTT] キー を 押し ます 。 双方 が | 
[PTT] キー を 押す と 同時 通話 状態 に リー ざ ーー で ) 
な り ま す 。 押す と 送信 し ます 
離す と 受信 し ます 


だ コ - ルー プ 機 能 (P.57) を 利用 し て 、 直 接 会 話 に 参加 し て いな い 第 三 者 が 会 話 を 聞く こと 
が で きま す 。 

・ ヘ ッ ド セッ ト を 使用 し て いる 場合 は 、 ヘ ッ ド セッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 通 
話 を 終了 する と きも ヘッ ド セ ッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 


・ 原理 上 、 相 手機 に 音声 が 届く まで に 頭 切れ を 起こ すこ と が あり ます 。 
・ それぞれ の 無線 機 が 至近 距離 に あめ る と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり 


器 間 、 子 機 一 子 機 問 は 10m 以 上 離し て くだ さい 。 
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4 種類 の 通信 モー ド 


デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド 
メイ ン / サ ブ の ら つ の チャ ン ネ ル を 1 秒 ご と に 交互 に 受信 し 、 そ の ど 
ちら と も 通信 する こと が で きる モー ド で す 。 
メイ ン / サ ブ に 設定 する 内 容 は 、 あ ら か じ め メ モリ ー 番 号 A、 お よび 
b に 登録 し て お く 必要 が あり ます 。(P.39) 


] メイ ン 


1 秒 ご と に 受信 を 切り 替え (メモ リー ハ ) 


に タタ タダ タダ タダ タダ タダ 」 
[PTT] キー で 送信 
レグ タタ クダ タダ タタ ダダ タダ タダ タダ タダ タダ ダダ | 


サブ 
(メモ リーD) 


[フッ ク ] キー で 送信 


》 メモ リー 番号 A、 お よび b を 登録 する 


P.39 を 参照 し て 、 メ イン に 設定 する 内 容 を メモ リー 番号 A に 、 サ ブ に 設定 す 
る 内 容 を メモ リー 番号 D に 登録 し ます 。 


の 通信 モー ド を 設定 する 


P.28 を 参照 し て 「dUAL」 に 合わ せ 
ます 。 

ーー 登録 済 み の メ モリ ー 番 号 A を メイ ン 
に 、b を サブ と し て 1 秒 ご と に 交互 に 
受信 待ち 受け を 開始 し ます 。 信 号 を 受 
信 す る と 交互 待ち 受け が 止ま り ま す 。 


@) 送信 / 受 信 す る 


信 送 信 す る 


Sa 
Um 


ご 


メイ ン 側 に 送信 する 場合 は [PTT] キ 

ー を 、 サ ブ 側 に 送信 する 場合 は [フッ 

ク ] キー を 押し ます 。 

ー 送 受信 が 終了 し 約 5 秒 経過 する と 1 
秒 ご と の 交互 待ち 受け を 再開 し ます 。 
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4 種類 の 通信 モー ド 


を オプ ショ ン の スピ ー カ ー マ イ ク や イヤ ホン マイ ク で 送信 する 場合 は 、 外 部 PTT キ ー 一 度 
C ア 押し で メイ ン 側 、 二 度 押 し で サブ 側 を 送信 で きま す 。 
1 


人 受信 する 


ー メ イン 側 を 受信 する と 「mAin] と 表示 され 、「 ピ ッ ] 音 が 鳴り ます 。 ま た 、 
サブ 側 を 受信 する と 「SUb] と 表示 され 、「 ピ ピッ ]」 音 が 鳴り ます 。 


疲 モ ・ 交互 通話 モー ド 、 同 時 通話 モー ド の 強制 タイ プ で 使用 で きま す 。 
1@ ・ 同時 通話 モー ド の 電話 タイ プ で は デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド が 動作 し ませ ん の で メ 
モリ ー 番 号 A、 お よび Db に 登録 する こと が で きま せん 。(P.31) 
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4 種類 の 通信 モー ド 


……・ 通信 モー ド 別 設定 機能 一 覧 ・・…・ 
各 モ ー ド で 使用 で きる 機能 の 一 覧 で す 。 モ ー ド に よっ て は 自動 的 に 
設定 され る 機能 も ありま す の で 、 ご 注意 くだ さい 。 そ れ ぞ れ の 機能 
の 設定 方 法 は 、 該 当 す る ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


モ チ デ | コ | グ | 秘 | 連 | ベ | ル 
| ャ イィ | シン | ル | 語 | 続 | ル | | 
ド シ 人 | バ |1| 機 | 送 2 
名 ネ レ ン | プ | 能 | 信 
ル ダ | ト 
表 | 表 lll 
示 示 機 | ク 
BE 
(P48) |P41) | P49) [50) [|(P54) |P57) 
強制 | ea| 同時 月 |OlW|OlAlolo 
同時 通話 ( 複 人 モー ド トー DC 
電話 | っ ro 同時 月 |O|@|O1A|@|O 
交 台 通話 ( 単 信 ) モー ド mal| の lolololwlolx 
LI0-LI8| 同時 
ミニ ES モ 2 hd Mg 
連結 通 信 モ ー ド ーー TOT ンー ma の 
中 PS2IE モッ 肖 Mbd 4 kd g 
デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド と アパ 4]|414 | へ |x| 人 4 


: 自 動 的 に 設定 され 、 解 除 す る こと は で きま せん 

: 自 動 的 に 設定 され 、 設 定 に より 解除 する こと が で きま す 
定 す る こと が で きま す 

: チ ャ ン ネ ル が b12 一 b29 の と き に 設定 で きま す 
: 設 定 で きま せん 

: メ モリ ー 登 録 し た モー ド に よっ て 異な D り ます 

: 設 定 で きま せん が 、 1 mW 送信 は 可能 で す 


※ し ベベ じ OO 欠 


便利 な 機能 


本 機 を 使用 する 際 に 便利 な 機能 を 紹介 し ます 。 


ee ee ee oe ee @e メモ リー モー ド oe oe eo oe e oe @e @ @e e 
あら か じ め 登 録 し て お いた チャ ン ネ ル を 呼び 出し て 運用 する モー ド 
で す 。 登録 で きる 数 は 、0 一 9、A、b の 1 ら 個 で す 。 

A、b に 登録 し た 内 容 は デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド で も 使用 し ます 。 
田 メモ リー 登録 


@》 登録 し た い 状 態 (モー ド 、 チ ャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 
な ど ) に 設定 する 


⑥ [ファ ンク ショ ン ] キー を 
押す 


ー 有 MM ヒメ モリ ー 番 号 が 点 滅 し ま す 。 


OM 0 
メモ リー 番号 (0-9 
b) を 選択 する 
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便利 な 機能 


《 [同時 ] キー を 約 ら 秒 押す 


ー 「writE」 と 表示 され 、 メ モリ ー に 
設定 し た 内 容 が 登録 され ます 。 


FU!F DUPUE 誠 
り HF FATRANSCEIVER DJ-P25 


田 メモ リー 呼び 出し 


同 ーー 人 人 小 リ ' 
《) [同時 ] キー を 約 ら 秒 押す | 
古 』 
ーM と メモ リー 番号 が 点灯 し 、 メ モリ lc 
ー モ ー ド に 切り 替わり ます 。 MU 


② ダイ ヤル を 回 し 使用 する メ 
モリ ー 番 号 を 選択 する 


通常 の 通信 モー ド へ 戻す に は 、 


[同時 】 キー を 約 ら 秒 押し ます 。 


モリ ー モ ー ド 時 に 登録 され た 通 
モー ド を 確認 する に は 、[ 同 時 ] 
ー を 押し ます 。 ま た 、 セ ッ ト モ 
^* の メモ リー 表示 機能 (P.5 ら ) 
で メモ リー 番号 と 通信 モー ド の ど 
ちら を 優先 し て 表示 させ る か を 選 
択 する こと が で きま す 。 

・ 一 度 登録 され た メモ リー 内 容 を 消 
去 する に は 、 完全 リセ ッ ト (P.45) 
操作 を 行っ て くだ さい 。 
メモ リー 内 容 の 変更 は 上 書き する 
こと で 可能 で す 。 


| せ 画 
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便利 な 機能 


685602022 ウ クリ ルー に ニン 000 60 


同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 信 し た いと き は グル ー プ トー ク 機 能 を 使 
用 し ます 。 (同時 通話 モー ド で は グル ー プ トー ク 機 能 を 解除 する こと 


は で きま せん 。) 
DD グル ー プ トー クモ ー ド に する 


① [ファン クシ ョ ン ] キー を 押し ます 。 
ー ト 回 が 点灯 し ます 。 

@② 人 回 点灯 中 に [グルー プ ] キー を 押し 
に 

ー グ ルー プ 番 号 が 点灯 し ます 。 


の グル ー プ 番号 を 合わ せる 


の ーーー ーー 
(il 
し 


ダイ ヤル を ら 回 押し 、 グ ルー プ 番 号 が 点 減 中 に ダイ ヤル を 回 し ます 。 グ ルー 
プ 番 号 を 合わ せる に は P.23 を 参照 し て くだ さい 。 


@ 送信 する 


[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向 
か っ て 話し ます 。 
司 じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 
の 相手 と だ け 通 話 で きま す 。 

た だ し 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 の な い 
司 じ チャ ン ネ ル の トト ランシー バー に 
は 話し 声 が 聞こ えま す 。 


ー テ 


必 を グル ー プ トー ク は トー ンス ケル チ と 
の 呼ば れる こと も あり ます 。 こ の 機能 
は 秘話 装置 で は あり ませ ん 。 


2 人 の 会 話 を 
聞く こと だ け 
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便利 な 機能 


Ooooooooooooo スキ ャ ン so 。。 oo 


自動 的 に 受信 チャ ン ネ ル を 切り 替え て 、 信 号 が 出 て いる と ころ を 擦 
し 出す 機能 で す 。 ス キャ ン 停 止 後 、 信 号 が な く な れ ば 次 の チャ ン ネ 
ル へ 移り ます 。 


S 計 意 人 機能 は 将 通話 モー ド 、 同 時 通話 モー ド の 強制 、 複 信 結 中 継 通信 モー ド の 強制 で 使 
< 窟 培 88G[。 


《》D スキ ャ ン を 開始 する ク 各 ニーーー 
約 ら 秒間 押し 続け ます 

[モニ ター] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 よ に 1 太 
ー ス キャ ン が 始ま り ま す 。 信号 を 受信 ーー ウ / 

し た チャ ン ネ ル で 止ま り ま す 。 信号 = リ 


が な く な る と 、 ま た スキ ャ ン が 始ま 


り ま す 。 
テッ 
スキャ ン を 中 止 す る 
還 二 
計 小 ド ツ し 続け る か 、 
ター] キ ー を 約 ど 牧 # すか 、 [PTT] キー を 押し て 
[PTT] キー を 押し ます 。 中 止 し ます 


に ーー の 


ク グループ モー シー 


モニ ター 


マ 09 


42 


便利 な 機能 


IROEE ーー 回 ウン ク ョ ( ら タ ミリ oo 


キー ロッ ク し て お く と 、 誤 操作 な ど に よる 設定 変更 を 防止 で を ます 。 


ルレ を - キー ロッ ク 中 で も 、 送 信 、 モ ニタ ー 操 作 、 音 量 調 整 は 操作 可能 で す 。 
イプ 寸 . セッ トモ ー ド の キー ロッ ク 設 定 (P.52) で キー の 押し 時 間 を 変更 する こと が で きま す 。 


田 商 易 キー ロッ ク 


@ キ ー ロ ッ ク す る 


[O_m] キー を 約 2 秒 押し ます 。 
っ 0 が 点灯 し ます 。 


UHF FMI TRANSCEIVER PP25 


る キー ロッ ク を 解除 する 


キー ロッ ク 中 に [Onm] キー を 約 2 秒 押し ます 。 
っ 0_r が 消灯 し キ ッ ク が 解除 べ され ます 。 


圏 キ ー ロ ッ ク 


介 キ ー ロ ッ ク す る 


[モニ ター] キー と [ダイ ヤル ] を 同 
時 に 約 ら 秒 押し ます 。 
っ On が 点灯 し ます 。 


る キー ロッ ク を 解除 する 


キー ロッ ク 中 に [モニ ター] キー と 
[ダイ ヤル ] を 同時 に 約 2 秒 押 し ます 。 


: 王 意 キー ロッ ク 解 除 は 、 キ ー ロ ッ ク を か 
けた 操作 と 同じ 操作 を 行わ な いと 解 
除 で きま せん 。 


便利 な 機能 


・・・…・ バッ テリ ーー 警告 月 ・・・・・ 


電池 の 残 量 が 少な く な る と (し が 点灯 し ます 。 
電池 の 交換 時 期 が 近づい て いま す 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 


必 を "電源 OFF の 状態 で 充電 する と 
(4 「CHArGE」 と 表示 され 、( し が 
点滅 し ます 。 


(EBP-57N) を ご 使用 の 場合 、 セ 
ッ ト モ ー ド で Ni-MH 電 池 充 電機 能 
を ON に 設定 し て くだ さい 。 充 電機 
能 を ON に する こと に より 、 本 機 が 
ニッ ケル 水素 充電 池 を 使用 し て い 


倒 を 生 


る と 判断 し 、 バ ッ テ リ ーー 警告 マ ー 
ク を 交換 時 期 に 正しく 表示 し ます 。 : 王 意 本 機能 NN 安 
| 程度 と お 考え くだ さ 


eco 人 報 機 能 ・・ ド (バー 


本 機 を 簡易 的 な 緊 女 通報 装置 と し て 使用 する 機能 で す 。 普 段 は トラ 
ン シ ー バ ー と し て 使用 し 、 万 一 の 際 に は 相手 機 に アラ ー ム 音 で 知ら 
せま す 。 交互 通話 モー ド の み で 有効 で す 。 


0 交互 通話 モー ド に 設定 する 
P. ら 7 を 参照 し て 、 本 機 を 交互 通話 モ 
@ チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せ 
ます 。 


@) ダイ ヤル を 3 秒 以上 押す 


ー 緊 女 通 報 を 10 秒 間 送 信 し ます 。 相 
手機 は 緊急 信号 を 受信 し 、 ア ラー ム 
音 が 鳴り ます 。 
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便利 な 機能 


ooooo0oo00Q06o リセ ッ ト Goooooooooooo 
リセ ッ ト に は 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 
簡易 リセ ッ ト : 設定 状態 な ど が わか ら な く な っ た と き に 初期 化し ま 
す 。 通常 は この 簡易 リセ ッ ト を 行っ て くだ さい 。 
完全 リセ ッ ト : 工場 出荷 状態 に 戻り ます 。 メ モリ ー の 内 容 な ども 削 
除 さ れ 、 消 えた デー タ は 復旧 で きま せん 。 


田 簡易 り セ ッ ト 


[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し な が ら 電 源 


ー デ ィ ス プレ イ 全 点灯 中 に [ファ ンク ショ 
ン ] キー を 離し ます 。 


此 ク 4 簡易 り リセット で は 登録 済み メモ リー 内 容 、 
一 部 の 設定 済み 内 容 は 保存 され ます 。 
(P46) 


田 完 全 リ セッ ト 


[ファ ンク ショ ン ] キー と ダイ ヤル を 押 

な が ら 電 源 を 入れ ます 。 

ー デ ィ ス プレ イ 全 点灯 中 に [ファ ンク ショ 
ン ] キー と ダイ ヤル を 離し ます 。 


ー 


計 意 完全 リセ ッ ト で は 登録 済み メモ リー 


内 容 は 消去 され 、 す べ て の 設定 済み 
内 容 も 工場 出荷 時 の 設定 に 戻り ます 。 
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セッ トモ ー ド 


宮 種 機能 を より 使い や すく する た め に 、 本 機 を カス 
タマ イズ する 機能 で す 。 


ooQooQoGQoc セッ トモ ー ド 一 覧 ooooonooa 


各種 機能 を より 使い や すく する た め に 、DJ-P55 を カス タマ イズ す 
る こと が で きま す 。 


カス タマ イズ 項目 参照 ペー ジ | 初期 値 | 簡易 リセ ッ ト 時 保存 
1 | コン パン ダー 機能 P.48 ON 
ら | 秘話 機能 P.48 OFF 
3 | CH/VOL リ バー ス 機 能 P.50 CH 優先 〇 
4 | 連続 送信 (ロー パワ ー) 設定 P.50 昌 〇 
5 | ディ スプ レイ 人 変更 機能 P.5 1 MODE 〇 
6 | スケ ル チ レ ベル 設定 P.5 1 3 〇 
7 フ | キー ロッ ク 設 定 P.5g ど 秒 〇 
8 | メモ リー 表示 機能 P.5 ら NUMBER 〇 
9 | ビー ブ 音 量 設定 P.53 3 
10| 操作 音 機能 P.53 ON 
11 | ベル 機能 P.54 OFF 
18 | エン ド ピ ー 機 能 P.54 ON 
13 | 音色 変更 機能 P.55 ] 
14 | バッ テリ ー セ ー プ 機能 P.55 ON 
15 | オー ト パ ワ ー オ ン 機 能 P.56 OFF 
16 | ラン プ オ ン / オ フン 設定 機能 P.56 5 秒 
17| ルー プ 機 能 P.57 OFF 
18| Ni-MH 電 池 充電 機能 P.57 OFF 
19 | 電池 (電圧 ) 参照 機能 P.58 一 
20 | PTT「 ホ ー ル ド 機 能 P.58 OFF 
ら 1 | PTT オ ン / オ フン 設 定 機能 P.58 ON 
ら 22 | LCD オ ン / オ フ 設 定 機能 P.59 ON 
23| 外部 音量 変更 機能 P.60 L 
P.48 か ら P.60 に セッ トモ ー ド の 各 項 目 の 設定 方 法 を 記載 し て いま す 。 な お 、 掲 
載 し て いる ディ スプ レイ 表示 は 、 工 場 出荷 (初期 ) 状態 の も の で す 。 


セッ トモ ー ド 


280 に TLnc25S ご ここ ンー 


セッ トモ ー ド で 設定 する 各 カ スタ マイ ズ 項 目 の 基 本 的 な 設定 方 法 は 


次 の と お り で す 。 


さい 。 


人 セッ トモ ー ド に する 


[ファ ンク ショ 


間 項目 の 詳細 は 、 該 当 す る ペー ジ を 参照 し て くだ 


ン ] キ 


っ 回 が 点灯 し ます 。 


の 回 点灯 中 に ダイ ヤル を 押す 


っ セッ トモ ー ド の 項 

す 。 ダ イヤ ル を 押す ご と に 項目 が 切 
ます 。 [フッ ク ] キー を } 
戻り ます 。 


⑩ ダイ ヤル を 回 し て 設定 値 を 


り 替 わり 


を 押し ます 。 


が 表示 され ま 


す と 前 


項目 に 


変更 する 


ko」 


また は 、 ダ イヤ ル を 捉 
選択 し 8 


た す 。 


回 点灯 中 に 押し ます 
押す ご と に 項目 が 切り 


[フッ ク ] キー で 逆 回 り 
に で きま す 


し て ON/OFF を 
LO 


ーー で で 


セッ トモ ー ド 
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テー ニニ ーーー = 
ーー) 


《⑳ [PTT] キー を 押し て 設 三 
を 完了 する ALINCO | 
1 | 
| 


設定 が 完了 し 


コン パン ダー 機能 
コン バン ダー 機能 を 設定 する と 、 音 声 通話 の 明 明 度 を 上 げ る こと が 
で きま す 。 初期 状態 で は 「ON] に 設定 され て いま す 。 


0 コン パン ダー モー ド に する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て (P.47) 、 
「ComPnd」 を 選択 し ます 。 

⑧ ダ イヤ ル を 回 し ON/OFF を 設定 し ます 。 

ー コ ン パ ンダ ー 機 能 設 定時 に は 、「 過 ] 
が 点灯 し ます 。 


ン パ ンダ ー 機 能 の な い 無線 機 と も 通話 は で きま す が 、 音 声 が 聞き 取り に くい こと が あり 


エモ ーー 
注意 すそ の 場合 に は コン バン ダー 機能 を OFF に 設定 し て くだ さい 。 


セッ トモ ー ド 


秘話 機能 (スク ラン ブル トーク) 


スク ラン ブル トー ク に する と 、 他 の 人 に は 会 話 の 内 容 が 理解 で き な 
く な り ま す 。 秘話 機能 を 搭載 し た 弊社 製 ト ラン シー バー 間 で 通話 す 
る こと が で きま す 。 


《 秘話 モー ド に する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て (P.47) 、 
「ScrbLE」 を 選択 し ます 。 

②④ ダ イヤ ル を 回 し ON ン OFF を 設定 し 

ます 。 

ー 秘 話 機能 設定 時 に は 、「 秘 話 」 が 点 
灯 し ます 。 
同じ チャ ン ネ ル で 秘話 機能 を 設定 し 
て いる 相手 と だ け 通話 で きま す 。 6 
秘話 機能 の な い ト ラン シー バー に は Ch1-10 
話し 声 は 聞こ えま す が 内 容 は わか り SS 
ませ ん 。 


と YO 
0 し 
CN 


や け の 
わから な い 
含 話 だ 
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セッ トモ ー ド 


CH/VOL リ バー ス 機 能 


ダイ ヤル を 回 し た と き に 、 チ ャ ン ネ ル 変 更 / 音 量 調整 の どちら を 優先 
的 に 操作 で きる か を 選択 で きま す 。 初 期 状 態 で は チャ ン ネ ル 優 先 に 
設定 され て いま す 。 


CH/VOL リ バー ス の 設定 を 
する 
セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「CH-voL」 
を 選択 し ます 。 


@ の ダイ ヤル を 回 し て 「CH-voL」 また は 「voL-CH」 を 選 
択 する 


ー「voL-CH」 を 選択 する と 音量 調整 が 優先 され ます 。 


連続 送信 (ロー パワー) 


同時 通話 時 の ビジ ネス チャ ン ネ ル (b128 一 D29) 設定 時 、 送 信 出 力 
を 10mW か ら 1mW に 抑え る こと に より 、3 分 間 の 通話 制限 が 解除 
され 連続 送信 が 可能 に な り ま す 。 初 期 状 態 で は 送信 出力 は 10mW 
(「Hi」) に 設定 され て いま す 。 


@ 連続 送信 (ロー パワ ー) の 
設定 を する 
セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「Pow-Hi」 
を 選択 し ます 。 


ダイ ヤル を 回 し ロー パワ ー (「Po.w-Lo」) に 設定 する 


ー ロ ー パ ワー に 設定 する と 、 チャンネル 表示 部 に 「. (ドッ ト )」 が 点灯 し ます 。 


丘 ( 単 信 ) モー ド で は 、 パワ ー に 設定 する (1mW に する ) こと が で き 


信 に 3 が 連続 送信 は で きま せん 。 


セッ トモ ー ド 


ディ スプ レイ 変更 機能 


ディ スプ レイ の モー ド 番 号 表 示 部 を 、S/RF メ ー タ ー、 ま た は 送信 制 
限 時 間 表 示 と し て 使用 する こと が で きま す 。 ま た 各 チ ャ ン ネ ル を 周 
波数 表示 させ る こと が で きま す 。 な お 、 連 続 送 信 可 能 時 間 は 、180 
秒 か ら カ ウン ト ダ ウン 表示 し ます 。 初期 状態 で は モー ド 表 示 に 設定 
され て いま す 。 


》 ディ スプ レイ 変更 の 設定 を 
する 
セッ トモ ー ド に し て (P.47) [modE」 
を 選択 し ます 。 


@⑳) ダイ ヤル を 回 し ディ スプ レイ 方 法 を 選択 する 
以下 か ら デ ィ ス プレ イ 表 示方 法 を 選択 し ます 。 4 
modE : モー ド 番 号 表示 


SmEtEr :S/RHF メ ー タ ー 表 示 
GCntdn : カウ ント ダウ ン 表 示 
FrEq : 周波 数 表示 


スケ ル チ レ ベル 設 


スケ ル チ と は 受信 時 に 信号 が な いと き の 「 ザ ー」 と いう 雑音 を 消す 
機能 で す 。 初 期 状 態 で は 「3」 に 設定 され て いま す 。 設定 値 が 大 きい 
ほど 、 強 い 信 号 で スケ ル チ が 開く よう に な り ま す 。 


人 スケ ル チ レ ベル の 設定 を する 
セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「SqL 3] 
を 選択 し ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し レベ ル を 調整 する 


レベ ル は 0 一 5 の 間 で 調整 で きま す 。 
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セッ トモ ー ド 


キー ロッ ク 設 定 
キー ロッ ク す る と き の キ ー を 押し 続け る 時 間 を 設定 で きま す 。 時間 


を 長く する こと に より 、 誤 操作 に よる 不意 な キー ロッ ク 解 除 を 防止 
で きま す 。 初期 状態 で は 「2] 秒 に 設定 され て いま す 。 


人 キー ロッ ク の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「Loc g] 


を 選択 し ます 。 


②) ダイ ヤル を 回 し 時 間 を 選択 する 


1 一 9 秒 の 間 で 選択 で きま 
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メモ リー 表示 機能 
メモ リー チャ ン ネ ル 運 用 時 の 表示 方 法 を 選択 する 機能 で す 。 初 其 状 
態 で は メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 表示 に 設定 され て いま す 。 


人 メモ リー 表示 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「numbEr 


を 選択 し ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し 表示 方 法 を 選択 する 


以下 か ら 表 示方 法 を 選択 し ます 。 


numbEr : メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 し ます 


Il 


modE : 通 
nO-ImOdE : メ 


丘 モ ー ド 番号 を 表示 し ます 
モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 と 通話 ド 番号 を 同時 に 表示 し ます 


セッ トモ ー ド 


本 機 か ら 鳴る ビー プ 音 (操作 音 ) の 音量 を 設定 し ます 。 初 期 状態 で 
は 「3] に 設定 され て いま す 。 


《)D ビー ブ 音 量 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「bEEP 8」 
を 選択 し ます 。 


@ ダイ ヤル を 回 し ビー プ 音 量 を 設定 する 


ビー プ 音 量 は 05 の 間 で 選択 で きま す 。「0] に 設定 する と すべ て の ビー プ 
音 (キー 操作 音 、 各 種 ア ラー ム 音 、 ベ ル 音 な ど ) が 鳴ら な く な り ま す 。 


操作 音 機能 四 
キー 操作 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 初期 状態 で は DON に 設定 され て 
いま す 。 


控 作 音 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「on Soung] 
を 選択 し ます 。 


@⑥) ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 
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セッ トモ ー ド 


ベル 機能 
呼び 出さ れ た こと を 表示 と ベル 音 で お 知ら せ し ま す 。 初 期 状態 で は 
OFF に 設定 され て いま す 。 


0 ベル の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「oFF bELL」 
を 選択 し ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 
設定 する 


ー ベ ル 機 能 設 定時 に は 、 ぐ が 点灯 し 
ます 。 


Z 


必 モ 


約 10 秒 間 通 話 が 途切れ た あと に 受信 
し た と き 、 ベ ル ガ が 動作 し ます 。 


エン ド ピ ビー 機能 
[PTT]」 キー を 離し た と き の 「 ピ ッ 」 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 初 
期 状 態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


》 エン ド ピ ー の 設定 を する 


セッ ト 


を 選択 し ます 。 


モー ド に し て (P.47) 「on EndP」 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


セッ トモ ー ド 


音色 変更 機能 
同時 通話 モー ド 、 複 信連 結 中 継 通信 モー ド で の 呼び 出し 音 を 選択 で 
きま す 。 初 期 状態 で は 「1」 に 設定 され て いま す 。 設定 中 に [モニ タ 
試聴 し て 音色 を 確認 する こと が で きま す 。 


ー] キー を 押す と 、 


を 選択 し 


の 設定 に する 


モー ド に し て (⑥47)「1 mELody] 
ド す 。 


②) ダイ ヤル を 回 し 音色 を 3 タイ プ の 中 か ら 選 択 する 


中 


色 の タイ プ は 、 


1 、 


ら 、3 の 中 か ら 選 択 し ます 。 


バッ テリ ー セ ー プ 機能 


待ち 受け 状態 が 5 秒 以上 続く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に DN/OFF さ せ て 
電池 の 消費 を 抑 える 機能 で す 。 初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


人 バッ テリ ー セ ー ブ の 設定 
する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「on DS」 


を 選 


KR し 


たよ す 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


ー バ ッ テ リ ー セ ー プ 機能 を OFF に 設定 する と 、 チ ャ ン ネ ル 表 示 部 に 「. (ドッ 
ト )」 が 点灯 し ます 。 


回 
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セッ トモ ー ド 


オー トバ ワー オフ 機能 
電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ を 防ぐ 機能 で す 。 無 操作 状態 が 設定 時 間 続 


く と 、 ア ラー ム 音 が 鳴り 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 初 期 状 態 で は 
OFF に 設定 され て いま す 。 


0 オー トバ パワ ー オ フ の 設定 を 
する 


セッ トモ ー ド に し て ( 〇 P47) 「oFF APO] 
を 選択 し ます 。 


@) ダイ ヤル を 回 し 時 間 を 選択 する 


OFF、30 分 、60 分 、90 分 、120 分 か ら 選 択 し ます 。 


4 ラン プ オ ン / オ フ 設 定 機能 

ディ スプ レイ 照明 を 点灯 させ る 機能 で す 。 初期 状 態 で は 「5」 秒 に 設 
定 さ れ て お り 、 キ ー 操 作 を する と 5 秒間 照明 が 点灯 する よう に 設定 さ 
れ て いま す 。 


《》 ラン プ の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て 47) 「5 LAmPF] 
を 選択 し ます 。 


め ⑳) ダイ ヤル を 回 し 点灯 時 間 を 設定 する 


OFF、5 秒 、ON (常時 点灯 ) か ら 選 択 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


ルー プ 機 能 


同時 通話 モー ド 、 複 信連 結 中 継 通 信 モ ー ド で 第 三 者 が 会 話 を 聞く こ 
と が で きる 機能 で す 。 初 期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


: 王 意 複 信連 結 中 継 通信 モー ド で 使用 する 場合 は 、 片 方 の 無線 機 の み に 設定 し て くだ さい 。 両 
の 無線 機 に 5 設定 する と 原理 上 、 八 ウリ ング が 発生 し 


》 ルー プ 機 能 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「oFF 
AFLooP] を 選択 し ます 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


ーー Meyesssmg 才  ) 


トラ ン ュ ン の ニッ アレ 5 で 5 57N) に トリ クル 充電 する 
機能 で す 。 初期 状態 で は DFF に 設定 され て いま す 。 


ア 4 -・ オ プシ ョ ン の ニッ ケル 水素 充電 池 (EBP-57N) を ご 使用 の 場合 、 セ ッ ト モ ー ド で Ni- 
(人 レ MH 電 池 充 電機 能 を ON に 設定 し て くだ さい 。 充電 機能 を ON に する こと に より 、 本 機 が 
ニッ ケル 水素 充電 池 を 使用 し て いる と 判断 し 、 バ ッ テ リ ー 警 告 マ ー ク を 交換 時 期 に 正 し 
く 表 示し ます 
・ 本 機能 は 微小 電 流 に よる 充電 で ある た め 、 補 充電 程度 と お 考え くだ さい 。 充 電 時 間 の 
安 は 次 の と お り で す 。 
EBP-57N (1800mAh) : 約 15 時 間 


加 電 池 (アル カリ / オ キシ ライ ド な ど ) 装着 時 に は 絶対 に 充電 し な いで くだ さい 
液 漏れ を 起こ し 、 事 故 や 故障 の 原因 と な り ま す 。 ま た 、 市 販 の 単 三 形 充電 池 は 機構 的 、 電 


気 的 に 合わ な いも の が ある た め 、 使 用 し な いで くだ さい 


《D Ni-MH 電 池 充 電 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「oFF 
CHArGE」| を 選択 し ます 。 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 57 
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セッ トモ ー ド 


電池 (電圧 ) 参照 機能 
電池 の タイ ブ と 電圧 を 参照 する 機能 で す 。「t3」 は 単 三 形 電池 、「Li」 
は リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク を 示し ます 。 


を 表示 に は 誤差 を 含み ます の で 、 目 安 程度 と お 考え くだ さい 。 テ スタ ー と し て は 使用 で きま 
アー BA 


《D 電池 (電圧 ) を 参照 する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 電池 

(電圧 ) 表示 を 選択 し ます 。 

ー つ 電池 の タイ プ と 電圧 が 表示 され ます 。 
外部 電源 使用 時 は 、「FULL| と 表示 
され ます 。 
イラ スト 中 の 電圧 表示 は 一 例 で す 。 


PTT ホ ー ル ド 機 能 


[PTT] キー を 一 度 押す と 送信 を 継続 する 機能 で す 。 も う 一 度 押 す と 
受信 状態 に な り ま す 。 こ の 設定 を 行う こと で 、[PTT] キー を 押し 続 
ける 必要 が な く な り ま す 。 初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


《》 PTT ホ ー ル ド の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「oFF 
PttHLd] を 選択 し ます 。 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


を PTT ホ ー ル ド 機 能 ON で 送信 し た 場合 、3 分 送信 の タイ ム ア ウ ト (P.24) 後 、 約 2 秒 経過 
の グ 廿 で 自動 的 に 送信 を 再開 し ます 。 


セッ トモ ー ド 


PTT オ ン / オ フ 設 定 機能 


本 機 を 受信 専用 で 使用 する 場合 に 、 送 信 を 禁止 する 機能 で す 。[PTT] 
キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


》 PTT オ フ の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て ( 
を 選択 し ます 。 


P.47) 「on Ptt」 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


OFF に 設定 する と 送信 が 禁止 され ます 。 


LCD オ ン / オ フ 設 定 機能 


受信 中 に ディ スプ レイ 表示 を 消灯 させ る 機能 で す 。 送 受信 音 に 雑 4 


生生 本 機能 こよ り 軽 減 す る こと が あり ます 。 初期 状 
上 で は ON に 設定 され て お り 、 送 受信 中 で も ディ スプ レイ 表示 は 消え 


ませ ん 。 


人 LCD オ ン / オ フ の 設定 を する 


セッ トド 


ー ド に し て ( 


を 選択 し ます 。 


P.47) [on Lcd] 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 
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セッ トモ ー ド 


外部 音量 変更 機能 
外部 スピ ー カ ー を 使用 する と き 、 音 が 小さ い 場合 に は 音量 を 全体 的 
に 上 げ る こと が で きま す 。 


@ 外部 音量 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.47) 「EvoL-L] 
を 選択 し ます 。 


@②) ダイ ヤル を 回 し 「EvoL-H」 に 設定 する 


ー 「EvoL-H」 を 選択 する と 、 全 体 的 に 音量 が 上 が り ま す 。 


主意 イヤ ホン を 使用 し た 状態 で 外部 音量 の 変更 は し な いで くだ さい 。 大 き な 音 で 


” 能 性 が あり ます 
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付 録 


本 機 の 補足 事項 を 記載 し て いま す 。 


……・ 昔 チ ャ ン ネ ル の 送受 信 周 波数 ・…・ 


田 レジ ヤー チャ ン ネ ル 圏 ビ ジネス チャ ン ネ ル 
LO1 422.2000MHz bO1 422.0500MHz 
LO8 422.2125MHz b08 422.0625MHz 
LO3 4225.2250MHz b03 422.0750MHz 
LO4 422.2375MHz b04 422.0875MHz 
LO5 425.2500MHz b05 422.1000MHz 
LO6 422.25625MHz bO6 422.] 125MHz 
LO7 422 8750MHz b07 422.1250MHz 
LO8 4225 2875MHz bO8 422.1375MHz 
LOg 4253000MHz b09 422.1500MHz 
b10 422.1625MHz 
日 A b11 422.] 750MHz 
L10 | 421.8125MHz | 440.2625MHz ペ 議 記 
L11 | 421.8850MHz | 4402750MHz B A 
L18 | 421. 8375MHz | 440.2875MHz b18 | 421.5750MHz | 440.0850MHz 
L13 | 421.8500MHz | 440.3000MHz b13 | 421.5875MHz | 4400375MHz | で 
L14 | 421.8625MHz | 440.3185MHz b14 | 421.6000MHz | 4400500MHz 
L15 | 421.8750MHz | 440.3850MHz b15 | 421.6185MHz | 4400625MHz 
L16 | 421.8875MHz | 440.3375MHz b16 | 421.6850MHz | 4400750MHz 
L17 | 421.9000MHz | 440.3500MHz b17 | 421.6375MHz | 4400875MHz 
L18 | 421.9125MHz | 440.3685MHz b18 | 421.6500MHz | 440.1000MHz 
b18 | 421.6625MHz | 440.1185MHz 
b20 | 421.6750MHz | 440.1250MHz 
思 b21 | 421.6875MHz | 440.1375MHz 
複 信 連結 中 継 通信 モー ド で の 周波 数 帯 に b22 | 421.7000MHz | 440.1500MHz 
つい て … b23 | 421.7185MHz | 440.1625MHz 
ム A 選 択 時 : 440MHZ 側 を 送信 し ます 。 
b25 | 421.7375MHz | 440.1875MHz 
b26 | 421.7500MHz | 4402000MHz 
b27 | 421.7625MHz | 4402125MHz 
b28 | 421.7750MHz | 440.2250MHz 
b2g | 421.7875MHz | 4402375MHz 
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(グル ー プ 番号 ) … 


番号 | 周波 数 | 番号 | 周波 数 | 番号 | 周波 数 | 番号 | 周波 数 
01 67.0Hz 16 14.8Hz 31 182.8Hz 46 186.6Hz 
08 71.9Hz 17 18.8Hz 38 ら 03.5Hz 47 1898.5Hz 
03 74.4Hz 18 ら 3.0Hz 33 ら 10.7Hz 48 ら 06.5Hz 
04 77.0Hz 18 ら 7.3Hz 34 ら 18.1Hz 49 らら 9.1Hz 
05 79.7Hz 所 り 31.8Hz 35 らら 5.7Hz 50 ら 54.1Hz 
06 82.5Hz 81 36.5Hz 36 ら 33.6Hz 
07 85.4Hz ロゴ 41.3Hz 37 ら 41.8Hz 
08 88.5Hz 3 46.2Hz 38 ら 50.3Hz 
09 1.5Hz g4 51.4Hz 39 69.3Hz 
10 4.8Hz 25 56.7Hz 40 158.8Hz 
11 7.4Hz 26 62.2Hz 41 165.5Hz 
18 100.0Hz 4 67.9Hz 48 171.3Hz 
13 103.5Hz 2g8 73.8Hz 43 177.3Hz 
14 107.2Hz g9 79.9Hz 44 183.5Hz 
15 110.8Hz 30 86.2Hz 45 188.8Hz 


EBP-57N 
EBP-60 
EDC-131A 
EDC-131 
EDC-12 ら 
EDH-33 
EMS-59 
EME-12A 
EME-13A 
EME-15A 
EME-18A 
EME- ら 1A 
EME-23A 
EME-29A 
EME-6 
EME-26 
ESC-40 


ニッ ケル 水素 充電 池 
リチウム イオ ン バ ッ テリ 


ー パ ッ ク 


充電 スタ ンド /AC ア ダ プ ター セッ ト 


充電 スタ ンド 単体 
AC ア ダブ プター 単体 


シガーDC/DC コ ン バ ー タ ー (12V ン 24V 車 対応 ) 


スピ ー カ ー マ イ ク 


VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イブ) 
VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (イン ナー タイ プ ) 
VOX 付 き タ イ ピ ンマ イク 


ヘル メッ ト 用 ヘッ ド セ ッ 


ト 


イヤ ホン マイ ク (業務 仕様 ) 


イヤ ホン マイ ク 


イヤ ホン マイ ク イヤ ー 


イヤ ホン (スト レー トコ 


フッ ク 付 (業務 人 


ー ド ) 


イヤ ホン (カー ルコ ー ド ) 
ソフ ト ケ ー ス 


上 様 ) 


EMS-59 (スピ ー カ ー マ イ ク ) は 、PTT ホ ー ル ド 機 能 を 使 


の @ ら @ @ @ @ 故障 と お 考え に な る 前 に の o の の @ @ @ 
本 機 が 故障 か な と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 謗 み くだ さい 。 


な っ て いる 。 (P.55) 


症 状 原 処 置 
電源 が 入ら な い 。 | 電池 の 入れ 方 が 間違っ て いる 。 | 電池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
(P.13) 
電池 が 消耗 し て いる 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
充電 池 を 充電 し て くだ さい 。 
ディ スプ レイ 表示 | LCD オ ン / オ フ 設 定 機能 が ON に | LCD オ ン / オ フ 設 定 機能 を 0FF 
が 消え る 。 な っ て いる 。 (P.59) に し て くだ さい 。 
電池 が 消耗 し て いる 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
充電 池 を 充電 し て くだ さい 。 
音 が 出 な い 。 音量 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 設定 し て くだ さい 。 
受信 で き な い 。 相手 と チャ ン ネ ル が 違う 。 (P.22) | 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ 
さい 。 
相手 と 距離 が 離れ 周 ぎ て いる 。 | 通信 距離 を 目安 に 通信 し て くだ 
(P.10) さい 。 
グル ー プ 番号 が 違う 。 (P.23) | グル ー プ 番号 を 合わ せ て くだ さい 。 
[PTT] キー が 押さ れ て いる 。 [PTT] キー を 離し て くだ さい 。 
「 ザ ー」 と いう スケ ル チ レ ベル が 低 す ぎる 。 適切 な スケ ル チ レ ベル に 設定 
雑音 が 出る 。 (P.51) て くだ さい 。 
送信 で き な い 。 信号 を 受信 し て いる 。 信号 が な く な っ て か ら 送 信 す る か 、 
チャ ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 
通信 制限 時 間 を 超過 し て いる 。 [PTT] キー を 離し ら 秒 た っ て か 
(P.24) ら 送 信 し て くだ さい 。 
PTT オ ン / オ フ 設 定 機能 が 0FF | セッ トモ ー ド で PTT オ ン / オ フ 設 
に な っ て いる 。 (P.59) 定 機能 を ODN に し て くだ さい 。 
電池 の 消耗 が 早い 。| バッ テリ ー セ ー プ 機能 が OFF に | セッ トモ ー ド で バッ テリ ー セ ー ブ 


機能 を ON に し て くだ さい 。 


ラン プ オ ン / オ フ 設 定 機能 が ON 
に な っ て いる 。 (P.56) 


セッ トモ ー ド の ラン プ オ ン / オ フ 
設定 機能 で ラン プ を OFF に する か 、 
5 秒 に 設定 し て くだ さい 。 


Ni-MH 電 池 使用 時 、 


Ni-MH 電 池 充 電機 能 が OFF に な 


セッ トモ ー ド で Ni-MH 電 池 充 電 


電池 マー ク の 点灯 | っ て いる 。 (P.57) 機能 を ON に し て くだ さい 。 

が 早い 。 

キー 操作 で き な い 。| キー ロッ ク さ れ て いる 。 (P.43) | キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 
チャ ン ネ ル が 変わ 

ら な い 。 

処置 を 施し て も 異常 が 続く こき は リセ ッ ト (初期 化 ) し て くだ さい 。 症状 が 


可 復 する 場合 が あり ます 。 


電池 が 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 新 し い 電 池 に 交 
稀 し て くだ さい 。 
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送受 信 周波 数 | レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | 421.81285-421.9125MHz 
422.2000-428.3000MHz 
0.2625~-440.3625MHz (12.5kHz ス テッ プ ) 
ビジ ネス チャ ン ネ ル | 421.5750-421.7875MHz 
422.0500-422.1750MHz 
0.0850~-440.2375MHz (12.5kHz ス テッ プ ) 

電波 形式 F3E (FM) 

送信 出力 10mW、1mW 

受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ へ テロ ダイ ン 

受信 感度 -14dB/ 以 下 (1 2dB SINAD) 

中 間 周波 数 lst IF 21.7MHz/2nd IF 450kHz 

音声 出力 内 部 スピ ー カ ー800mW 以 上 / 外 部 出力 100mW 以 上 

消費 電流 同時 通話 時 約 80mA 
送信 時 約 75mA(10mW) 、 約 65mA(1mW) 
受信 定格 出力 時 (50mW) 内 部 約 800mA/ 外 部 約 130mA 
受信 待ち 受け 時 約 55mA 
バッ テリ ー セ ー ブ 時 (平均 ) 約 20mA 

通信 方 式 単 信 方 式 、 複 信 方 式 

定格 電圧 DC2.4V 一 DC3.7V 

外部 電源 端子 | DC5.0VーDC6.0V EIAJ 規格 : 区 分 ら 

動作 温度 範囲 | -10Cー+50C 

寸 法 57(W) x88(H) x27.9 (D) mm (突起 部 除く ) 

重 量 124g (電池 除く ) 


